
(57)【要約】

【課題】人間工学的ハンドルと、手とツールとの間にお

ける直感的なインタフェースと、適切なエンド・エフェ

クタとを備えた腹腔鏡ツールを提供し、また、他の種類

のツールと共に使用されるべく手とツールとの間におけ

る直感的なインタフェースを備えた人間工学的ツール・

ハンドルを提供すること。

【解決手段】本発明は腹腔鏡装置に関する。該装置は、

本体部分と、頂面と、反対側の底面と、基端および末端

とを有するハンドルを備える。上記基部の上記頂面は掌

の自然な曲線を補完すべく輪郭形成される。上記装置は

、上記ハンドルの上記末端から突出するシャフトを更に

含む。該シャフトは、基端および末端を有する。上記ハ

ンドル上には制御球体が配置される。該制御球体は、ユ

ーザの一本以上の指により操作されて方向を表し得る。

上記シャフトの上記末端にはエンド・エフェクタが配置

される。該エンド・エフェクタは、上記制御球体に対し

て為される操作が該エンド・エフェクタの移動（関節運

動）を制御する／引き起こす如く上記制御球体に対して

接続される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 本 体 部 分 と 、 頂 面 と 、 反 対 側 の 底 面 と 、 基 端 お よ び 末 端 と を 有 す る ハ ン ド ル と 、 上 記 ハ
ン ド ル の 上 記 末 端 か ら 突 出 す る と 共 に 基 端 お よ び 末 端 を 有 す る シ ャ フ ト と 、 上 記 ハ ン ド ル
上 に 配 置 さ れ た 制 御 球 体 と 、 上 記 シ ャ フ ト の 上 記 末 端 に 配 置 さ れ た エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ で
あ っ て 、 上 記 制 御 球 体 に 対 し て 為 さ れ る 操 作 が 該 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ を 制 御 す る ／ 移 動 さ
せ る 如 く 上 記 制 御 球 体 に 対 し て 接 続 さ れ る エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ と を 備 え て 成 る 腹 腔 鏡 装 置
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ は 球 状 で あ り 、 且 つ 、 該 エ フ ェ ク タ は 把 持 器 を 保 持 す る ２ 個 の
翼 部 を 更 に 備 え て 成 る 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 把 持 器 は 、 顎 状 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ 、 切 断 用 鉗 子 で あ る か 、 ま た は 、 焼 灼 の た め に
給 電 さ れ る 請 求 項 ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ハ ン ド ル の 前 記 末 端 に 配 置 さ れ た コ レ ッ ト 機 構 で あ っ て 、 前 記 シ ャ フ ト お よ び エ ン
ド ・ エ フ ェ ク タ の 回 転 を 許 容 す る コ レ ッ ト 機 構 を 更 に 備 え て 成 る 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 制 御 球 体 の 頂 部 に お け る 触 感 要 素 で あ っ て 該 制 御 球 体 を 前 記 シ ャ フ ト に 対 し て 整 列
さ せ る 触 感 要 素 を 更 に 備 え て 成 る 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 制 御 球 体 上 の 前 記 触 感 要 素 が 上 方 に 操 作 さ れ る な ら ば 前 記 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ は 上
方 に 移 動 さ れ る 請 求 項 ５ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 制 御 球 体 上 の 前 記 触 感 要 素 が 下 方 に 操 作 さ れ る な ら ば 前 記 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ は 下
方 に 移 動 さ れ る 請 求 項 ５ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 制 御 球 体 上 の 前 記 触 感 要 素 が 右 方 に 操 作 さ れ る な ら ば 前 記 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ は 右
方 に 移 動 さ れ る 請 求 項 ５ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 制 御 球 体 上 の 前 記 触 感 要 素 が 左 方 に 操 作 さ れ る な ら ば 前 記 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ は 左
方 に 移 動 さ れ る 請 求 項 ５ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 制 御 球 体 は 前 記 コ レ ッ ト 機 構 か ら 約 ３ ～ ４ ｃ ｍ の 位 置 に 配 置 さ れ る と 共 に 前 記 シ ャ
フ ト と 整 列 さ れ る 請 求 項 ４ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 制 御 球 体 は 前 記 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ よ り 約 ３ 倍 だ け 大 寸 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 把 持 器 を 開 閉 す る た め の ア ク チ ュ エ ー タ ・ ロ ッ ド を 更 に 備 え て 成 る 請 求 項 ２ 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ ・ ロ ッ ド に 接 続 さ れ た 引 張 り シ リ ン ダ で あ っ て 、 該 ア ク チ ュ エ ー タ
・ ロ ッ ド を 前 後 に 操 作 す る 引 張 り シ リ ン ダ を 更 に 備 え て 成 る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 引 張 り シ リ ン ダ が 前 記 制 御 球 体 に 向 け て 操 作 さ れ る な ら ば 前 記 把 持 器 は 開 成 さ れ る
請 求 項 １ ３ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 引 張 り シ リ ン ダ が 前 記 制 御 球 体 か ら 離 間 し て 操 作 さ れ る な ら ば 前 記 把 持 器 は 開 成 さ
れ る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 装 置 。
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【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 シ ャ フ ト 内 の 制 御 ケ ー ブ ル で あ っ て 前 記 制 御 球 体 を 前 記 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ に 対 し
て 接 続 す る 一 本 以 上 の 制 御 ケ ー ブ ル を 更 に 備 え て 成 る 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 一 本 以 上 の 制 御 ケ ー ブ ル は 前 記 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ の ピ ッ チ お よ び ヨ ー を 制 御 す る
請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 一 本 以 上 の 制 御 ケ ー ブ ル は 一 個 以 上 の ワ イ ヤ 案 内 部 を 通 し て 供 給 さ れ る こ と で 、 前
記 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ お よ び 前 記 制 御 球 体 が シ ャ フ ト か ら 独 立 し た 回 転 を 行 う こ と が 防 止
さ れ る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 一 本 以 上 の 制 御 ケ ー ブ ル は 前 記 制 御 球 体 と 前 記 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ と の 間 で 約 １ ８
０ ° 回 転 さ れ る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 ハ ン ド ル の 前 記 底 部 か ら 突 出 す る レ バ ー で あ っ て 、 ユ ー ザ に よ り 起 動 さ れ 得 る レ バ
ー を 更 に 備 え て 成 る 請 求 項 ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 レ バ ー は 握 り 込 み グ リ ッ プ で あ る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 握 り 込 み グ リ ッ プ が ユ ー ザ に よ り 起 動 さ れ た と き に 前 記 把 持 器 は 閉 成 す る 請 求 項 ２
１ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 握 り 込 み グ リ ッ プ が 開 成 さ れ た と き に 前 記 把 持 器 は 開 成 す る 、 請 求 項 ２ １ 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 握 り 込 み グ リ ッ プ が ユ ー ザ に よ り 起 動 さ れ た と き に 前 記 把 持 器 が 開 成 す る こ と を 防
止 す る 滑 動 固 定 器 を 更 に 備 え て 成 る 請 求 項 ２ ２ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 制 御 球 体 は 前 記 ハ ン ド ル の 前 記 頂 面 の 前 記 末 端 の 近 傍 に 配 置 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 本 体 部 分 と 、 頂 面 と 、 反 対 側 の 底 面 と 、 基 端 と 、 末 端 と を 有 す る 基 部 で あ っ て 該 基 部 の
上 記 頂 面 は 掌 の 自 然 な 曲 線 を 補 完 す べ く 輪 郭 形 成 さ れ る と い う 基 部 と 、 上 記 基 部 上 に 配 置
さ れ た 制 御 球 体 で あ っ て 、 ユ ー ザ の 一 本 以 上 の 指 に よ り 操 作 さ れ て 方 向 を 表 し 得 る と い う
制 御 球 体 と 、 上 記 底 面 か ら 突 出 す る 少 な く と も 一 本 の レ バ ー で あ っ て ユ ー ザ に よ り 起 動 さ
れ 得 る 少 な く と も 一 本 の レ バ ー と を 備 え て 成 る ツ ー ル と 共 に 使 用 さ れ る 人 間 工 学 的 ハ ン ド
ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 少 な く と も 一 本 の レ バ ー は 当 該 ハ ン ド ル の 前 記 末 端 に 向 け て 配 置 さ れ た 枢 動 点 を 有
す る 請 求 項 ２ ６ 記 載 の ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 当 該 ハ ン ド ル の 円 周 は 約 ４ ｃ ｍ ～ 約 ６ ． ５ ｃ ｍ で あ る 請 求 項 ２ ６ 記 載 の ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 当 該 ハ ン ド ル の 長 さ は 約 １ ５ ０ ～ １ ６ ５ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 当 該 ハ ン ド ル の 幅 は 約 ４ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 ２ ９ 記 載 の ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 当 該 ハ ン ド ル の 前 記 末 端 か ら 突 出 す る ツ ー ル ・ シ ャ フ ト を 更 に 備 え て 成 る 請 求 項 ２ ６ 記
載 の ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
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　 前 記 基 部 の 前 記 末 端 は 、 前 記 ツ ー ル ・ シ ャ フ ト が 該 基 部 の 長 手 軸 心 か ら 約 １ ３ ５ ° に 角
度 付 け さ れ る 如 く 湾 曲 さ れ る 請 求 項 ３ １ 記 載 の ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 少 な く と も 一 本 の 突 出 レ バ ー は 握 り 込 み グ リ ッ プ で あ る 請 求 項 ２ ６ 記 載 の ハ ン ド ル
装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 握 り 込 み グ リ ッ プ は 、 そ れ が ユ ー ザ に よ り 起 動 さ れ な い と き に は 前 記 基 部 の 前 記 底
面 か ら 約 ４ ～ １ ８ ° だ け 開 成 さ れ る 請 求 項 ３ ３ 記 載 の ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 握 り 込 み グ リ ッ プ は 、 ユ ー ザ に よ り 起 動 さ れ た と き に 前 記 基 部 の 前 記 底 面 か ら ０ °
だ け 開 成 さ れ る 請 求 項 ３ ３ 記 載 の ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 基 部 は ユ ー ザ の 親 指 が 前 記 制 御 球 体 を 制 御 す る 如 く 形 状 化 さ れ る 請 求 項 ２ ６ 記 載 の
ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 ユ ー ザ の 指 は 、 該 指 が 前 記 少 な く と も 一 本 の レ バ ー を 起 動 し 得 る 如 く 当 該 ハ ン ド ル の 前
記 基 部 と 該 レ バ ー と の 回 り に 巻 回 さ れ る 請 求 項 ３ ６ 記 載 の ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 基 部 は 、 ユ ー ザ の 人 差 し 指 が 前 記 制 御 球 体 を 制 御 す る 様 に ユ ー ザ の 各 指 が 該 基 部 の
前 記 頂 面 を 横 断 し て 巻 回 さ れ る 如 く 形 状 化 さ れ る 請 求 項 ２ ６ 記 載 の ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 ユ ー ザ の 親 指 は 前 記 少 な く と も 一 本 の 突 出 レ バ ー を 握 り 込 む べ く 位 置 決 め さ れ る 請 求 項
３ ８ 記 載 の ハ ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 制 御 球 体 は 前 記 基 部 の 前 記 頂 面 の 前 記 末 端 の 近 傍 に 配 置 さ れ る 請 求 項 ２ ６ 記 載 の ハ
ン ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 本 体 部 分 と 、 頂 面 と 、 反 対 側 の 底 面 と 、 基 端 お よ び 末 端 と を 有 す る ハ ン ド ル で あ っ て 、
上 記 基 部 の 上 記 頂 面 は 掌 の 自 然 な 曲 線 を 補 完 す べ く 輪 郭 形 成 さ れ る と い う ハ ン ド ル と 、 上
記 ハ ン ド ル の 上 記 末 端 か ら 突 出 す る と 共 に 基 端 お よ び 末 端 を 有 す る シ ャ フ ト と 、 上 記 ハ ン
ド ル 上 に 配 置 さ れ た 制 御 球 体 で あ っ て 、 ユ ー ザ の 一 本 以 上 の 指 に よ り 操 作 さ れ て 方 向 を 表
し 得 る と い う 制 御 球 体 と 、 上 記 シ ャ フ ト の 上 記 末 端 に 配 置 さ れ た エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ で あ
っ て 、 上 記 制 御 球 体 に 対 し て 為 さ れ る 操 作 が 該 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ の 移 動 を 制 御 す る ／ 引
き 起 こ す 如 く 上 記 制 御 球 体 に 対 し て 接 続 さ れ た エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ と を 備 え て 成 る 腹 腔 鏡
装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 腹 腔 鏡 技 術 は 更 な る 集 中 力 を 必 要 と す る と 共 に 、 外 科 医 に 対 し て 開 腹 手 術 よ り も 大 き な
精 神 的 お よ び 肉 体 的 な ス ト レ ス を 加 え る こ と を 外 科 医 は 認 識 し て お り 、 こ の こ と は 種 々 の
研 究 に よ っ て も 示 さ れ て き た 。 腹 腔 鏡 外 科 医 が 使 用 す べ き ツ ー ル は 使 用 が 困 難 で あ る と 共
に 、 最 適 で は な い 設 計 態 様 の 故 に 、 高 度 に 訓 練 さ れ た 医 師 に 対 し て 実 際 に は 不 都 合 と な る
こ と も あ る 。 更 に 、 不 十 分 な 腹 腔 鏡 ツ ー ル は 医 師 の 疲 労 を 増 大 さ せ 、 患 者 を 損 傷 し 得 る 間
違 い の 可 能 性 を 引 き 起 こ す 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 小 寸 の 孔 の 故 に 、 腹 腔 鏡 手 術 に 対 し て は 特 殊 な 器 具 が 必 要 と さ れ る 。 こ れ ら の 機 器 の 設
計 態 様 は 、 手 術 の 結 果 に 対 し て 重 要 で あ る 。 現 在 の 腹 腔 鏡 器 具 は 人 間 工 学 的 に 非 常 に 不 十
分 に 設 計 さ れ て い る こ と が 見 出 さ れ て お り 、 お そ ら く は 人 間 工 学 が 全 く 考 慮 さ れ て い な か
っ た 。 現 役 で あ る 何 人 か の 腹 腔 鏡 外 科 医 は 多 く の 場 合 、 術 後 の 痛 み も し く は 痺 れ を 覚 え る
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。 こ れ は 概 略 的 に は 、 腹 腔 鏡 ツ ー ル ・ ハ ン ド ル 上 の 圧 点 （ ｐ ｒ ｅ ｓ ｓ ｕ ｒ ｅ 　 ｐ ｏ ｉ ｎ ｔ
） に 起 因 す る 。 更 に 、 腹 腔 鏡 ツ ー ル に 関 し て 使 用 さ れ る ４ つ の 異 な る ハ ン ド ル 設 計 態 様 （
シ ャ ン ク 、 ピ ス ト ル 、 ア キ シ ャ ル お よ び リ ン グ ・ ハ ン ド ル ） は 、 痛 覚 的 な 圧 点 に 帰 着 す る
か 又 は 非 常 な 尺 側 偏 位 （ ｕ ｌ ｎ ａ ｒ 　 ｄ ｅ ｖ ｉ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 引 き 起 こ す こ と が 見 出 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 的 な 手 術 と 比 較 し て 、 腹 腔 鏡 手 術 は 新 た な 手 法 で あ る 。 故 に 、 処 置 を 実 施 す る た め
に 利 用 可 能 な ツ ー ル は 未 だ 完 全 で は な い 。 腹 腔 鏡 検 査 に お い て 使 用 さ れ る ツ ー ル お よ び 処
置 の 両 方 を 改 善 す べ く 、 限 ら れ た 研 究 は 他 者 に よ り 行 わ れ て き た が 、 腹 腔 鏡 手 術 の 作 業 分
析 お よ び 信 頼 で き る 人 間 工 学 的 原 理 に 基 づ き 最 適 化 さ れ た ツ ー ル は 、 今 日 ま で 十 分 に は 試
作 お よ び 試 験 さ れ て い な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 な し
【 非 特 許 文 献 １ 】 な し
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 更 に 、 人 間 工 学 的 で な い ツ ー ル ・ ハ ン ド ル は 多 く の 場 合 に 痛 覚 お よ び 不 便 さ を 引 き 起 こ
す と 共 に 、 痛 覚 的 な 圧 点 に も 帰 着 す る 。 故 に 、 人 間 工 学 的 ハ ン ド ル と 、 手 と ツ ー ル と の 間
に お け る 制 御 球 体 な ど の 直 感 的 な イ ン タ フ ェ ー ス と 、 関 節 運 動 式 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ と を
備 え た 腹 腔 鏡 ツ ー ル を 提 供 す る こ と が 有 用 で あ ろ う 。 ま た 、 他 の 種 類 の ツ ー ル と 共 に 使 用
さ れ る べ く 手 と ツ ー ル と の 間 に お け る 直 感 的 な イ ン タ フ ェ ー ス を 備 え た 人 間 工 学 的 ツ ー ル
・ ハ ン ド ル を 提 供 す る こ と も 有 用 で あ ろ う 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 本 発 明 は 腹 腔 鏡 装 置 に 関 す る 。 上 記 装 置 は 、 本 体 部 分 と 、 頂 面 と 、
反 対 側 の 底 面 と 、 基 端 お よ び 末 端 と を 有 す る ハ ン ド ル と 、 上 記 ハ ン ド ル の 上 記 末 端 か ら 突
出 す る と 共 に 基 端 お よ び 末 端 を 有 す る シ ャ フ ト と を 備 え る 。 上 記 装 置 は 、 上 記 ハ ン ド ル 上
に 配 置 さ れ た 制 御 球 体 と 、 上 記 シ ャ フ ト の 上 記 末 端 に 配 置 さ れ た エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ で あ
っ て 、 上 記 制 御 球 体 に 対 し て 為 さ れ る 操 作 が 該 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ の 移 動 を 制 御 す る 如 く
上 記 制 御 球 体 に 対 し て 接 続 さ れ る エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ と を 更 に 備 え て 成 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 別 実 施 例 に お い て 、 本 発 明 は ツ ー ル と 共 に 使 用 さ れ る 人 間 工 学 的 ハ ン ド ル 装 置 に 関 す る
。 該 装 置 は 、 本 体 部 分 と 、 頂 面 と 、 反 対 側 の 底 面 と 、 基 端 と 、 末 端 と を 有 す る 基 部 で あ っ
て 該 基 部 の 上 記 頂 面 は 掌 の 自 然 な 曲 線 を 補 完 す べ く 輪 郭 形 成 さ れ る と い う 基 部 を 備 え る 。
上 記 ハ ン ド ル 装 置 は 、 上 記 基 部 上 に 配 置 さ れ た 制 御 球 体 で あ っ て 、 ユ ー ザ の 一 本 以 上 の 指
に よ り 操 作 さ れ て 方 向 を 表 し 得 る と い う 制 御 球 体 と 、 上 記 底 面 か ら 突 出 す る 少 な く と も 一
本 の レ バ ー で あ っ て ユ ー ザ に よ り 起 動 さ れ 得 る 少 な く と も 一 本 の レ バ ー と を 更 に 備 え て 成
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 更 に 別 の 実 施 例 に お い て 、 本 発 明 は 腹 腔 鏡 装 置 に 関 す る 。 該 装 置 は 、 本 体 部 分 と 、 頂 面
と 、 反 対 側 の 底 面 と 、 基 端 お よ び 末 端 と を 有 す る ハ ン ド ル で あ っ て 、 上 記 基 部 の 上 記 頂 面
は 掌 の 自 然 な 曲 線 を 補 完 す べ く 輪 郭 形 成 さ れ る と い う ハ ン ド ル を 備 え る 。 上 記 装 置 は 、 上
記 ハ ン ド ル の 上 記 末 端 か ら 突 出 す る と 共 に 基 端 お よ び 末 端 を 有 す る シ ャ フ ト と 、 上 記 ハ ン
ド ル 上 に 配 置 さ れ た 制 御 球 体 と を 更 に 含 む 。 上 記 制 御 球 体 は 、 ユ ー ザ の 一 本 以 上 の 指 に よ
り 操 作 さ れ て 方 向 を 表 し 得 る 。 上 記 シ ャ フ ト の 上 記 末 端 に は エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ が 配 置 さ
れ 、 該 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ は 、 上 記 制 御 球 体 に 対 し て 為 さ れ る 操 作 が 該 エ ン ド ・ エ フ ェ ク
タ の 動 き を 制 御 す る 如 く 上 記 制 御 球 体 に 対 し て 接 続 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 人 間 工 学 的 ハ ン ド ル と 、 手 と ツ ー ル と の 間 に お け る 直 感 的 な イ ン タ フ
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ェ ー ス と 、 関 節 運 動 式 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ と を 備 え た 腹 腔 鏡 ツ ー ル が 提 供 さ れ る と 共 に 、
他 の 種 類 の ツ ー ル と 共 に 使 用 さ れ る べ く 手 と ツ ー ル と の 間 に お け る 直 感 的 な イ ン タ フ ェ ー
ス を 備 え た 人 間 工 学 的 ツ ー ル ・ ハ ン ド ル が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 人 間 工 学 的 腹 腔 鏡 ツ ー ル （ １ ０ ） が 示 さ れ る 。 腹 腔 鏡 ツ ー ル （ １ ０
） は ５ 個 の 主 要 構 成 要 素 か ら 成 る ： 人 間 工 学 的 ハ ン ド ル （ １ ２ ） 、 数 個 の 制 御 部 材 、 シ ャ
フ ト （ １ ４ ） 、 関 節 運 動 式 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） 、 お よ び 、 把 持 器 （ １ ８ ） 。 把 持
器 （ １ ８ ） は 、 切 断 用 鉗 子 お よ び 顎 状 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ な ど の 任 意 の エ フ ェ ク タ と さ れ
得 る か 、 ま た は 、 焼 灼 の た め に 給 電 さ れ 得 る 。 焼 灼 は 、 組 織 の 電 気 手 術 的 な 切 断 お よ び 凝
固 を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 実 施 例 に お い て シ ャ フ ト （ １ ４ ） は １ ０ ｍ ｍ シ ャ フ ト で あ る 。 こ の 実 施 例 に お い て 該
シ ャ フ ト は 、 直 径 が 約 １ ０ ｍ ｍ で あ り 且 つ 長 さ が 約 ４ ０ ｃ ｍ で あ る 。 上 記 シ ャ フ ト は 、 後
述 の ワ イ ヤ 案 内 部 お よ び 起 動 ケ ー ブ ル を 収 容 す る 。 但 し 当 業 者 で あ れ ば 、 上 記 シ ャ フ ト 、
ワ イ ヤ 案 内 部 お よ び 起 動 ケ ー ブ ル は 寸 法 設 定 可 能 で あ る と 共 に 、 限 定 的 な も の と し て で は
無 く 、 直 径 が 約 ３ ｍ ｍ 乃 至 約 ５ ｍ ｍ で あ り 且 つ 長 さ は 約 ３ ５ ～ ５ ５ ｃ ｍ な ど の 任 意 の サ イ
ズ と さ れ 得 る こ と は 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 図 ２ を 参 照 す る と 、 ツ ー ル ・ ハ ン ド ル （ １ ２ ） は 円 滑 で あ る と 共 に 輪 郭 形 成 さ れ た
形 状 で あ る 。 そ れ は 、 快 適 さ と 使 用 性 と の た め に 人 間 工 学 的 に 設 計 さ れ る 。 一 実 施 例 に お
い て ハ ン ド ル （ １ ２ ） は 、 約 １ ５ ５ ｍ ｍ （ 長 さ ） × 約 ３ ５ ｍ ｍ （ 高 さ ） × 約 ４ ５ ｍ ｍ （ 幅
） で あ る 。 別 実 施 例 に お い て ハ ン ド ル （ １ ２ ） は 、 長 さ が 約 １ ５ ０ ～ １ ６ ５ ｍ ｍ 、 高 さ が
約 ３ ０ ～ ４ ０ ｍ ｍ 、 幅 が 約 ４ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ と さ れ 得 る 。 上 記 ハ ン ド ル は 、 頂 面 お よ び 底 面
、 お よ び 、 基 端 お よ び 末 端 を 有 す る 。 上 記 ハ ン ド ル の 上 記 基 端 は ユ ー ザ の 最 も 近 く に 配 置
さ れ 、 上 記 末 端 は ユ ー ザ か ら 最 も 離 間 さ れ た 端 部 で あ る 。 上 記 ハ ン ド ル の 頂 面 は 、 掌 の 自
然 な 曲 線 を 補 完 す べ く 輪 郭 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 実 施 例 に お い て 上 記 ハ ン ド ル の 円 周 は 約 ５ ｃ ｍ で あ り 、 テ ー パ 付 け さ れ た 形 状 で あ る
。 ハ ン ド ル 円 周 の 好 適 範 囲 は 約 ４ ｃ ｍ ～ ６ ． ５ ｃ ｍ で あ る 。 上 記 ハ ン ド ル の 末 端 も ま た 、
上 記 ツ ー ル に よ る 位 置 決 め の 精 度 を 高 め る べ く ツ ー ル ・ シ ャ フ ト （ １ ４ ） が 約 １ ３ ５ ° に
角 度 付 け さ れ る 如 く 湾 曲 さ れ て い る 。 但 し 上 記 ハ ン ド ル の 末 端 は 、 該 ハ ン ド ル が 協 働 使 用
さ れ る ツ ー ル に 依 存 し て 任 意 の 種 々 の 角 度 に て 湾 曲 さ れ 得 る 。 上 記 ハ ン ド ル は 、 手 の サ イ
ズ の 百 分 順 位 に 関 し て 略 々 第 ５ 番 目 の 女 性 か ら 略 々 第 ９ ５ 番 目 の 男 性 に 至 る 範 囲 に 適 合 す
べ く 設 計 さ れ る 。 上 記 ツ ー ル ・ ハ ン ド ル は 腹 腔 鏡 器 具 に 関 し て 記 述 さ れ る が 、 人 間 工 学 的
ツ ー ル ・ ハ ン ド ル （ １ ２ ） は 、 検 知 デ バ イ ス な ど の 自 国 防 衛 デ バ イ ス （ ｈ ｏ ｍ ｅ ｌ ａ ｎ ｄ
　 ｓ ｅ ｃ ｕ ｒ ｉ ｔ ｙ 　 ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ） 、 ま た は 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 用 の レ ー ザ ・ ポ イ ン
タ な ど の 任 意 の 種 々 の ツ ー ル と 共 に 使 用 さ れ 得 る こ と は 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ハ ン ド ル （ １ ２ ） は 、 ３ つ の 異 な る 手 の 配 向 に よ る 快 適 な 使 用 の た め に 設 計 さ れ る 。 第
１ の 手 の 位 置 は 、 親 指 は 上 記 球 体 を 制 御 し 且 つ 他 の 指 は ハ ン ド ル の 回 り に 巻 回 さ れ て グ リ
ッ プ （ ２ ０ ） を 握 り 込 む 如 き で あ る 。 第 ２ の 手 の 位 置 は グ リ ッ プ （ ２ ０ ） を 握 る た め に 親
指 を 使 用 し 、 且 つ 、 他 の 指 は ハ ン ド ル （ １ ２ ） の 頂 部 を 横 断 し て 巻 回 さ れ 、 人 差 し 指 が 球
体 （ ２ ６ ） を 制 御 す る 。 第 ３ の 位 置 は 、 図 １ １ に 示 さ れ た 反 転 把 持 で あ る 。 該 反 転 位 置 に
お い て 各 指 は 、 人 差 し 指 は グ リ ッ プ （ ２ ０ ） を 把 持 し 、 制 御 球 体 （ ２ ６ ） は ユ ー ザ の 親 指
に よ り 操 作 さ れ 、 且 つ 、 コ レ ッ ト 機 構 （ ２ ４ ） は ユ ー ザ の 小 指 に よ り 制 御 さ れ る 様 に ハ ン
ド ル （ １ ２ ） の 回 り に 巻 回 さ れ る 。 コ レ ッ ト 機 構 （ ２ ４ ） は 、 旋 回 コ レ ッ ト ま た は 回 転 グ
リ ッ プ を 含 み 得 る 。 最 初 の ２ つ の 位 置 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 腕 、 手 首 ま た は 指 を 緊 張 さ せ ず
に ツ ー ル の 快 適 な 制 御 が 許 容 さ れ る 。 上 記 第 ３ の 位 置 に よ れ ば 、 外 科 医 な ど の 多 く の ユ ー
ザ が 特 に 逆 側 の 位 置 か ら 自 身 の 作 業 を 実 施 す る 間 に 遭 遇 す る と い う 手 の 伸 張 お よ び 不 便 な
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姿 勢 が 緩 和 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 図 ３ を 参 照 す る と ツ ー ル ・ ハ ン ド ル （ １ ２ ） 上 に は 、 握 り 込 み グ リ ッ プ （ ２ ０ ） 、
滑 動 固 定 器 ト リ ガ （ ２ ２ ） 、 コ レ ッ ト 機 構 （ ２ ４ ） 、 制 御 球 体 （ ２ ６ ） お よ び 球 体 固 定 器
（ ２ ８ ） を 含 む ６ 個 の 制 御 部 材 が 配 置 さ れ る 。 一 実 施 例 に お い て 各 制 御 部 材 は 、 そ れ ら が
親 指 ま た は 人 差 し 指 に よ り 到 達 可 能 で あ る 様 に 載 置 さ れ る 。 但 し 、 ツ ー ル ・ ハ ン ド ル （ １
２ ） は 各 制 御 部 材 が 他 の 指 に よ り 到 達 さ れ 得 る 如 く 種 々 の 様 式 で 使 用 さ れ 得 る こ と は 理 解
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 握 り 込 み グ リ ッ プ （ ２ ０ ） は 、 ツ ー ル （ １ ０ ） の 端 部 に お け る 把 持 器 （ １ ８ ） を 起 動 す
る 。 グ リ ッ プ （ ２ ０ ） が 握 り 込 ま れ て 閉 成 さ れ た と き 、 把 持 器 （ １ ８ ） は 閉 成 す る （ 閉 成
位 置 は 図 ２ に 示 さ れ る ） 。 グ リ ッ プ （ ２ ０ ） は 、 解 除 さ れ た と き に 、 も し 上 記 滑 動 固 定 器
が 解 除 さ れ て い る な ら 把 持 器 （ １ ８ ） が 開 成 す る 如 く ス プ リ ン グ 付 勢 さ れ る （ 開 成 位 置 は
図 ３ に 示 さ れ る ） 。 一 実 施 例 に お い て は 、 更 に 強 く 更 に 器 用 な 人 差 し 指 お よ び 中 指 が 上 記
グ リ ッ プ を い ず れ か の グ リ ッ プ 位 置 へ と 握 り 込 み 得 る 如 く 、 上 記 ハ ン ド ル の 末 端 に 向 け て
グ リ ッ プ 枢 動 部 （ ４ ６ ） が 配 置 さ れ る 。 一 実 施 例 に お い て 、 上 記 握 り 込 み グ リ ッ プ （ ２ ０
） が 開 成 さ れ て い る と き に お け る ハ ン ド ル の 本 体 と 該 握 り 込 み グ リ ッ プ と の 間 の 枢 動 角 度
は 約 ４ ～ １ ８ ° 、 好 適 に は 約 １ ７ ° で あ り 、 且 つ 、 上 記 握 り 込 み グ リ ッ プ が 閉 成 さ れ て い
る と き の 枢 動 角 度 は 約 ０ ° で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ お よ び 図 ５ を 参 照 す る と 、 一 実 施 例 に お い て は （ 図 ２ に 示 さ れ た 如 く ） 握 り 込 み グ
リ ッ プ （ ２ ０ ） が 閉 成 さ れ た と き 、 滑 動 固 定 器 （ ４ ８ ） は 握 り 込 み グ リ ッ プ （ ２ ０ ） が 開
成 す る の を 阻 止 す る 。 こ の 作 用 を 実 施 す る た め に は 、 ラ チ ェ ッ ト 機 構 が 使 用 さ れ る 。 但 し
当 業 者 で あ れ ば 、 握 り 込 み グ リ ッ プ （ ２ ０ ） が 開 成 す る の を 阻 止 す べ く 任 意 の 種 々 の 機 構
も し く は 方 法 が 使 用 さ れ 得 る こ と を 理 解 し 得 よ う 。 滑 動 固 定 器 （ ４ ８ ） は 、 握 り 込 み グ リ
ッ プ （ ２ ０ ） が 再 び 開 成 す る の を 依 然 と し て 阻 止 し 乍 ら 、 円 滑 な 動 作 を 許 容 す る 。 滑 動 固
定 器 ト リ ガ （ ２ ２ ） は 滑 動 固 定 器 （ ４ ８ ） を 係 合 解 除 す る こ と で 、 握 り 込 み グ リ ッ プ （ ２
０ ） が 開 成 す る の を 許 容 す る 。 滑 動 固 定 器 ト リ ガ （ ２ ２ ） は 押 し 戻 さ れ た と き に 所 定 位 置
に 固 定 さ れ 、 滑 動 固 定 器 （ ４ ８ ） と 握 り 込 み グ リ ッ プ （ ２ ０ ） と の 間 の 接 触 を 解 除 す る 。
一 実 施 例 に お い て 滑 動 固 定 器 （ ４ ８ ） は 、 コ レ ッ ト 機 構 （ ２ ４ ） か ら 約 ２ ～ ３ ｃ ｍ 、 好 適
に は 約 ２ ． ７ ｃ ｍ の 位 置 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 ハ ン ド ル （ １ ２ ） の 横 方 向 軸 心 に 沿 い 実 質
的 に 中 心 に 位 置 さ れ る 。 こ の 実 施 例 に お い て 、 滑 動 固 定 器 （ ４ ８ ） が シ ャ フ ト （ １ ４ ） を
回 転 さ せ る た め に 必 要 な 起 動 力 は 約 ２ ２ ７ ｇ ～ ４ ５ ４ ｇ （ 約 ０ ． ５ ポ ン ド ～ １ ． ０ ポ ン ド
） 、 好 適 に は 約 ２ ７ ２ ｇ （ 約 ０ ． ６ ポ ン ド ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 コ レ ッ ト 機 構 （ ２ ４ ） は ハ ン ド ル （ １ ２ ） の 前 部 上 に 配 置 さ れ る 。
回 転 さ れ た と き に コ レ ッ ト 機 構 （ ２ ４ ） は 、 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） を ツ ー ル ・ シ ャ
フ ト （ １ ４ ） の 軸 心 の 回 り で 回 動 さ せ る 。 コ レ ッ ト 機 構 （ ２ ４ ） は 、 自 由 に ３ ６ ０ ° 回 転
す る 。 ひ と つ の 把 持 位 置 に お い て 、 コ レ ッ ト 機 構 （ ２ ４ ） は 片 手 操 作 の た め に 人 差 し 指 に
よ り 到 達 さ れ る 。 但 し 、 グ リ ッ プ 位 置 に 依 存 し て 、 コ レ ッ ト 機 構 （ ２ ４ ） は ユ ー ザ の 親 指
ま た は 他 の 指 に よ り 到 達 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ 、 図 ７ お よ び 図 ８ を 参 照 す る と 、 制 御 球 体 （ ２ ６ ） は エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ）
の ピ ッ チ お よ び ヨ ー を 起 動 す る 。 制 御 球 体 （ ２ ６ ） は ま た 、 コ レ ッ ト 機 構 （ ２ ４ ） と 同 一
様 式 で エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） を 回 転 さ せ る た め に も 使 用 さ れ 得 る 。 エ ン ド ・ エ フ ェ
ク タ （ １ ６ ） が ツ ー ル ・ シ ャ フ ト （ １ ４ ） と 整 列 さ れ た と き 、 該 シ ャ フ ト （ １ ４ ） に 対 し
て は 球 体 （ ２ ６ ） の 頂 部 の 小 寸 触 感 要 素 （ ５ ０ ） が 整 列 す る 。 触 感 要 素 （ ５ ０ ） は 、 エ ン
ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） の 配 置 に 対 す る 接 触 の 感 覚 を 提 供 す る 。 触 感 要 素 （ ５ ０ ） は 、 関
節 運 動 の 位 置 に 関 し て ユ ー ザ を 適 応 さ せ る 内 方 要 素 ま た は 外 方 隆 起 部 で あ る 。 制 御 は 直 感
的 で あ り 、 そ の 場 合 、 触 感 要 素 （ ５ ０ ） を 前 方 ／ 上 方 （ ５ ２ ） に 操 作 す る と エ ン ド ・ エ フ
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ェ ク タ の 先 端 は 上 方 （ ６ ０ ） に 移 動 さ れ 、 且 つ 、 触 感 要 素 （ ５ ０ ） を 後 方 ／ 下 方 （ ５ ４ ）
に 操 作 す る と エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ は 下 方 （ ６ ２ ） に 移 動 さ れ る 。 同 様 に 、 触 感 要 素 （ ５ ０
） を 左 方 （ ５ ６ ） ま た は 右 方 （ ５ ８ ） に 操 作 す る と 、 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ は 左 方 （ ６ ４ ）
ま た は 右 方 （ ６ ６ ） に 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 一 実 施 例 に お い て 上 記 制 御 球 体 は 、 上 記 ハ ン ド ル の 横 方 向 軸 心 の 中 央 に 、 ま た は そ の 近
傍 に 配 置 さ れ る と 共 に 、 コ レ ッ ト 機 構 （ ２ ４ ） か ら 約 ３ ～ ４ ｃ ｍ の 位 置 に 配 置 さ れ る 。 一
実 施 例 に お い て 上 記 制 御 球 体 は 、 コ レ ッ ト 機 構 （ ２ ４ ） か ら 約 ３ ． ６ ｃ ｍ の 位 置 に 配 置 さ
れ る と 共 に 、 シ ャ フ ト （ １ ４ ） に 対 し て 実 質 的 に 整 列 さ れ る 。 こ の 実 施 例 に お い て 、 上 記
制 御 球 体 が エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ を 適 切 に 移 動 さ せ る 如 く 該 制 御 球 体 を 操 作 す る た め に 必 要
な 起 動 力 は 、 約 ９ ０ ８ ｇ ～ ２ ， ２ ７ ０ ｇ （ 約 ２ ～ ５ ポ ン ド ） 、 好 適 に は 約 ２ ， ２ ７ ０ ｇ （
約 ３ ポ ン ド ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 球 体 固 定 器 （ ２ ８ ） は 波 状 ス プ リ ン グ （ ８ ２ ） を 含 む 内 部 機 構 で あ
る 。 解 除 位 置 に 置 か れ た と き に 波 状 ス プ リ ン グ （ ８ ２ ） は 制 御 球 体 （ ２ ６ ） を ハ ン ド ル ・
シ ェ ル （ ６ ８ ） の 内 側 と の 接 触 に 押 圧 し て 該 球 体 （ ２ ６ ） を 所 定 位 置 に 固 定 す る こ と か ら
、 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） の 関 節 運 動 が 阻 止 さ れ る 。 同 様 に 、 球 体 （ ２ ６ ） お よ び コ
レ ッ ト 機 構 （ ２ ４ ） は 両 者 と も に シ ャ フ ト （ １ ４ ） を 回 転 さ せ る こ と か ら 、 球 体 固 定 器 （
２ ８ ） は エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） の 回 転 を 阻 止 す る が 、 該 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ が 固 定
位 置 に 留 る 間 に 上 記 シ ャ フ ト が 独 立 的 に 回 転 す る の を 許 容 す る 。 制 御 球 体 （ ２ ６ ） が 押 し
込 ま れ た と き 、 波 状 ス プ リ ン グ （ ８ ２ ） は 平 坦 化 さ れ て 該 制 御 球 体 （ ２ ６ ） が 解 除 さ れ 、
該 制 御 球 体 は 操 作 が 自 由 と さ れ る 。 球 体 固 定 器 （ ２ ８ ） は 、 関 節 運 動 式 エ ン ド ・ エ フ ェ ク
タ （ １ ６ ） が ひ と つ の 位 置 に 置 か れ る と 共 に 球 体 （ ２ ６ ） か ら 指 （ 親 指 ま た は 他 の 指 ） が
取 り 外 さ れ て 関 節 運 動 が 所 定 位 置 に 固 定 さ れ る こ と を 許 容 す る 。 関 節 運 動 式 エ ン ド ・ エ フ
ェ ク タ （ １ ６ ） を 移 動 す る た め に は 、 上 記 指 か ら の 圧 力 が 必 要 と さ れ る 。 故 に 関 節 運 動 は
、 球 体 （ ２ ６ ） が 指 の 圧 力 下 と さ れ な け れ ば 静 止 的 で あ る と 共 に 、 指 （ 親 指 ま た は 他 の 指
） が 制 御 球 体 （ ２ ６ ） に 係 合 し た 後 で 一 旦 解 除 さ れ た な ら ば 自 由 に 行 わ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ ２ を 参 照 す る と 、 一 実 施 例 に お い て 起 動 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） は 球 体 形 状 に
基 づ く 。 し か し 、 上 記 関 節 運 動 式 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ は 任 意 の 形 状 を 取 り 得 る こ と は 理 解
さ れ る 。 球 状 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） は 、 把 持 器 （ １ ８ ） お よ び シ ャ フ ト （ １ ４ ） に
比 例 す る 任 意 の サ イ ズ と さ れ 得 る 。 一 実 施 例 に お い て エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） は 、 シ
ャ フ ト （ １ ４ ） の サ イ ズ に 対 し て ス ケ ー ル 調 節 さ れ て 約 １ ０ ｍ ｍ の 直 径 で あ る 。 球 状 エ ン
ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） の 前 部 に 対 し て は 、 ピ ン （ ３ ７ ） を 介 し て 把 持 器 （ １ ８ ） を 保 持
す る ２ つ の 翼 部 （ ３ ６ ） を 備 え た 突 出 部 が 取 付 け ら れ る 。 球 状 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６
） に 対 し て は 、 現 在 の 剛 性 ツ ー ル に お い て 見 出 さ れ る の と 同 様 の 小 寸 の 翼 部 （ ３ ６ ） が 取
付 け ら れ る こ と で 、 把 持 器 （ １ ８ ） の 枢 動 点 を エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） の 中 心 か ら 所
定 位 置 に 保 持 す る 。 把 持 器 の 動 き を 許 容 す べ く 、 各 翼 部 （ ３ ６ ） 間 の ス ロ ッ ト （ ３ ８ ） も
使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 実 施 例 に お い て は 、 球 状 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） の 一 部 が 除 去 さ れ 、 球 体 の 約 １
／ ２ ～ ３ ／ ４ が 残 置 さ れ る 。 但 し 、 球 状 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ の 異 な る 量 が 除 去 さ れ 得 る こ
と は 理 解 さ れ る 。 上 記 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ を 小 寸 孔 （ ４ ０ ） が 貫 通 延 在 す る こ と で 、 把 持
器 ケ ー ブ ル の 通 過 が 許 容 さ れ る 。 直 径 が 約 １ ０ ｍ ｍ で あ る 球 状 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６
） を 有 す る 実 施 例 に お い て 、 小 寸 孔 （ ４ ０ ） の 直 径 は 約 ２ ｍ ｍ で あ る 。 以 下 に 更 に 詳 細 に
記 述 さ れ る 制 御 ケ ー ブ ル （ ４ ２ ） の 取 付 け の た め に 、 球 状 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） は
そ の 赤 道 に 沿 い 分 割 さ れ る 。 ネ ジ の 如 き ４ 個 の 取 付 機 構 が エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） を
一 体 的 に 保 持 し 、 制 御 ケ ー ブ ル （ ４ ２ ） を エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） に 対 し て 固 定 す る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） の ピ ッ チ お よ び ヨ ー は 、 制 御 球 体 （
２ ６ ） に よ り 起 動 さ れ る 。 一 実 施 例 に お い て は 非 伸 縮 性 の ４ 本 の 制 御 ケ ー ブ ル （ ４ ２ ） が
シ ャ フ ト （ １ ４ ） を 貫 通 し 、 上 記 制 御 球 体 を エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） に 対 し て 接 続 す
る 。 上 記 制 御 ケ ー ブ ル は ワ イ ヤ な ど と さ れ 得 る と 共 に 、 制 御 球 体 （ ２ ６ ） を エ ン ド ・ エ フ
ェ ク タ （ １ ６ ） に 対 し て 接 続 す べ く 任 意 本 数 の 制 御 ケ ー ブ ル が 使 用 さ れ 得 る こ と は 理 解 さ
れ る 。 上 記 制 御 ケ ー ブ ル は シ ャ フ ト （ １ ４ ） の 内 部 の ４ 個 の ワ イ ヤ 案 内 部 （ ４ ４ ） を 通 し
て 供 給 さ れ る こ と で 、 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） お よ び 制 御 球 体 （ ２ ６ ） が シ ャ フ ト か
ら 独 立 し た 回 転 を 行 う こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 実 施 例 に お い て 制 御 球 体 （ ２ ６ ） は 、 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） の 約 ３ 倍 だ け 大 寸
で あ る 。 た と え ば 球 状 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） の 直 径 が 約 １ ０ ｍ ｍ な ら 、 制 御 球 体 （
２ ６ ） の 直 径 は 約 ３ ０ ｍ ｍ で あ る 。 サ イ ズ の 差 が あ る と 、 ユ ー ザ は エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （
１ ６ ） に 対 し て 更 に 正 確 な 制 御 を 行 い 得 る 。 同 様 に 、 一 実 施 例 に お い て 制 御 球 体 （ ２ ６ ）
は 、 起 動 エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） と 整 列 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 実 施 例 に お い て 、 シ ャ フ ト （ １ ４ ） を 貫 通 延 在 す る 制 御 ケ ー ブ ル （ ４ ２ ） は 、 各 ワ イ
ヤ 案 内 部 （ ４ ４ ） を 通 過 す る と き に 合 計 で 約 １ ８ ０ ° 回 転 さ れ る 。 こ の 回 転 に よ れ ば 、 制
御 球 体 （ ２ ６ ） が 左 に 操 作 さ れ た と き に エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） が 左 に 移 動 し 且 つ 制
御 球 体 （ ２ ６ ） が 前 方 に 操 作 さ れ た と き に エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） が 上 方 に 移 動 す る
こ と が 確 実 と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ４ 本 の 制 御 ケ ー ブ ル （ ４ ２ ） は 、 各 端 部 に 取 付 け れ ら れ た 据 込 み ボ ー ル を 有 す る 。 エ ン
ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） が 約 １ ０ ｍ ｍ の 直 径 を 有 す る 実 施 例 に お い て 、 据 込 み ボ ー ル お よ
び ４ 本 の 制 御 ケ ー ブ ル （ ４ ２ ） の 各 端 部 は 約 ２ ｍ ｍ で あ る 。 上 記 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ お よ
び 制 御 球 体 は 両 者 と も に 、 そ れ ら の 赤 道 に 沿 い 分 割 さ れ る 。 制 御 ケ ー ブ ル （ ４ ２ ） の 据 込
み 端 部 は 、 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） の 各 半 球 に お け る 凹 所 （ ３ ９ ） 内 に 導 入 さ れ る 。
ネ ジ な ど の ４ 個 の 取 付 機 構 が 、 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） の ２ 個 の 半 球 を 一 体 的 に 保 持
し 且 つ 各 制 御 ケ ー ブ ル （ ４ ２ ） を 固 定 す る 。 制 御 球 体 （ ２ ６ ） に も 接 続 さ れ る 制 御 ケ ー ブ
ル （ ４ ２ ） は 、 該 制 御 球 体 （ ２ ６ ） に お け る 凹 所 （ ３ ７ ） 内 に 導 入 さ れ る 。 ネ ジ な ど の １
個 の 取 付 機 構 は 、 制 御 球 体 （ ２ ６ ） の 頂 部 半 体 を 所 定 位 置 に 保 持 し 且 つ 各 制 御 ケ ー ブ ル （
４ ２ ） を 固 定 す る 。 上 記 ネ ジ を 隠 す た め に ネ ジ ・ カ バ ー が 使 用 さ れ 得 る と 共 に 、 該 カ バ ー
は 触 感 フ ィ ー ド バ ッ ク の た め の 小 寸 の 触 感 要 素 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ツ ー ル ・ シ ャ フ ト （ １ ４ ） は 、 ３ ６ ０ ° 回 転 し 得 る 。 通 常 、 制 御 ボ ー ル の 回 転 は 制 御 ケ
ー ブ ル を 絡 ま せ る こ と か ら 、 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） の 制 御 は 喪 失 さ れ る 。 し か し ツ
ー ル （ １ ０ ） は 、 絡 む こ と 無 く シ ャ フ ト （ １ ４ ） お よ び 起 動 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ）
が （ ケ ー ブ ル （ ４ ２ ） と 共 に ） ツ ー ル ・ ハ ン ド ル （ １ ２ ） に 関 し て 回 転 す る こ と を 許 容 す
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 依 然 と し て 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 把 持 器 （ １ ８ ） は シ ャ フ ト （ １ ４ ） 内 に 配 置 さ れ た ア
ク チ ュ エ ー タ ・ ロ ッ ド （ ７ ０ ） の 移 動 に よ り 開 閉 さ れ る 。 上 記 内 部 機 構 は 、 内 部 制 御 ケ ー
ブ ル （ ４ ２ ） を 撚 り 合 わ せ た り 結 束 さ せ な い と い う 回 転 は 許 容 し 乍 ら 、 把 持 器 （ １ ８ ） を
制 御 す べ く 外 部 的 な 前 後 操 作 を 許 容 す べ く 設 計 さ れ て い る 。 ア ク チ ュ エ ー タ ・ ロ ッ ド （ ７
０ ） は 、 シ ャ フ ト （ １ ４ ） お よ び ワ イ ヤ 案 内 部 （ ４ ４ ） を 貫 通 延 在 す る 。 制 御 球 体 （ ２ ６
） の 端 部 に お い て 、 引 張 り シ リ ン ダ （ ７ ２ ） の ２ つ の 半 体 は 、 ア ク チ ュ エ ー タ ・ ロ ッ ド （
７ ０ ） の 軸 心 に 直 交 し て 該 ア ク チ ュ エ ー タ ・ ロ ッ ド （ ７ ０ ） を 貫 通 延 在 す る ２ 本 の ピ ン に
よ り 該 ア ク チ ュ エ ー タ ・ ロ ッ ド （ ７ ０ ） に 対 し て 接 続 さ れ る 。 引 張 り シ リ ン ダ （ ７ ２ ） は
、 シ ャ フ ト （ １ ４ ） に 沿 い 前 後 に 自 由 に 移 動 す る 。 起 動 端 部 に お い て は 、 上 記 シ ャ フ ト か
ら （ 不 図 示 の ） 可 撓 ケ ー ブ ル が 延 在 し 、 ア ク チ ュ エ ー タ ・ ロ ッ ド （ ７ ０ ） が 前 後 に 移 動 す
る と き に 把 持 器 （ １ ８ ） を 開 閉 す る 鳩 目 に 接 続 さ れ る 。 引 張 り シ リ ン ダ （ ７ ２ ） が 制 御 球
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体 （ ２ ６ ） に 向 け て 後 方 に 移 動 さ れ た と き 、 把 持 器 （ １ ８ ） は 閉 成 す る 。 引 張 り シ リ ン ダ
（ ７ ２ ） が 前 方 に 押 圧 さ れ た と き 、 把 持 器 （ １ ８ ） は 開 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ９ を 参 照 す る と 、 シ リ ン ダ （ ７ ２ ） の 四 片 ア セ ン ブ リ は 、 外 側 カ バ ー （ ７ ４ ） が 静 止
的 で あ る 一 方 で 該 引 張 り シ リ ン ダ （ ７ ２ ） が シ ャ フ ト （ １ ４ ） と 共 に 回 転 す る こ と を 許 容
す る 。 回 転 シ リ ン ダ （ ７ ６ ） は 、 外 側 カ バ ー （ ７ ４ ） 上 の 支 柱 が 該 回 転 シ リ ン ダ （ ７ ６ ）
上 の 傾 斜 軌 道 を 通 し て 送 ら れ る 如 く 、 外 側 カ バ ー （ ７ ４ ） 上 を 摺 動 す る 。 回 転 シ リ ン ダ （
７ ６ ） が 回 転 さ れ た と き 、 外 側 カ バ ー （ ７ ４ ） は 前 後 に 付 勢 さ れ て 把 持 器 （ １ ８ ） を 起 動
す る 。 制 御 球 体 （ ２ ６ ） は 、 円 滑 な 動 作 の た め に 自 身 内 に ４ 個 の ボ ー ル ・ ベ ア リ ン グ が 埋
設 さ れ た ク レ ー ド ル （ ７ ８ ） 内 に 着 座 す る 。 ク レ ー ド ル （ ７ ８ ） の 底 部 か ら は 、 ツ ー ル （
１ ０ ） の シ ャ フ ト （ １ ４ ） に 係 合 す る （ 不 図 示 の ） 短 寸 シ ャ フ ト が 延 在 す る 。 こ れ に よ り
エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ （ １ ６ ） と 一 体 的 な 制 御 球 体 （ ２ ６ ） の 回 転 が 維 持 さ れ る こ と か ら 、
制 御 ケ ー ブ ル （ ４ ２ ） は 絡 ま な い 。 Ｔ Ｅ Ｆ Ｌ Ｏ Ｎ 軸 受 （ ８ ０ ） は 、 ク レ ー ド ル （ ７ ８ ） が
、 シ ャ フ ト （ １ ４ ） と 、 球 体 固 定 器 （ ２ ８ ） に 対 す る 波 状 ス プ リ ン グ （ ８ ２ ） と 一 体 的 に
回 転 す る こ と を 許 容 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ３ を 参 照 す る と 、 回 転 シ リ ン ダ （ ７ ６ ） は （ 不 図 示 の ） 起 動 ケ ー ブ ル に よ り 握 り 込
み グ リ ッ プ （ ２ ０ ） に 対 し て 接 続 さ れ る 。 上 記 起 動 ケ ー ブ ル は 引 張 り ケ ー ブ ル お よ び プ ッ
シ ュ ・ プ ル ・ ケ ー ブ ル な ど の 任 意 の 形 式 の ケ ー ブ ル と さ れ 得 る こ と は 理 解 さ れ る 。 上 記 ケ
ー ブ ル は 、 握 り 込 み グ リ ッ プ （ ２ ０ ） 上 の 突 出 部 （ ８ ６ ） と 、 回 転 シ リ ン ダ （ ７ ６ ） 上 の
凹 所 と に 対 し て 嵌 合 さ れ る ２ つ の 据 込 み ボ ー ル 付 き 端 部 を 有 す る 。 上 記 ケ ー ブ ル は 、 ハ ン
ド ル の 左 側 部 分 （ ９ ０ ） の 溝 （ ８ ４ ） を 貫 通 延 在 す る 。 握 り 込 み グ リ ッ プ （ ２ ０ ） は 、 該
握 り 込 み グ リ ッ プ （ ２ ０ ） が 解 除 さ れ た と き に 把 持 器 （ １ ８ ） が 開 成 す る 如 く ス プ リ ン グ
負 荷 さ れ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ハ ン ド ル （ １ ２ ） は 、 複 数 の 構 成 要 素 か ら 成 り 得 る か 、 ま た は 、 一 個 の 構 成 要 素 と さ れ
得 る 。 一 実 施 例 に お い て ハ ン ド ル （ １ ２ ） は 、 ハ ン ド ル の 右 半 体 （ ８ ８ ） 、 ハ ン ド ル の 左
半 体 （ ９ ０ ） 、 お よ び 、 ハ ン ド ル ・ グ リ ッ プ （ ９ ０ ） か ら 成 る 。 当 業 者 で あ れ ば 、 ハ ン ド
ル （ １ ２ ） は 任 意 数 の 構 成 要 素 か ら 作 成 さ れ 得 る か 、 ま た は 、 単 体 的 な ハ ン ド ル と さ れ 得
る こ と は 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 内 容 か ら は 、 本 発 明 は 、 構 造 に お い て 明 ら か で あ り 且 つ 本 来 的 で あ る と い う 他 の 利
点 と 共 に 上 記 の 目 標 お よ び 目 的 の 全 て を 達 成 し 得 る こ と が 理 解 さ れ る 。 ま た 、 幾 つ か の 特
徴 お よ び 下 位 組 み 合 わ せ は 有 用 で あ り 他 の 特 徴 お よ び 下 位 組 み 合 わ せ を 参 照 せ ず に 採 用 さ
れ 得 る こ と は 理 解 さ れ る 。 こ の こ と は 、 各 請 求 項 の 有 効 範 囲 に よ り 企 図 さ れ 且 つ 該 有 効 範
囲 内 で あ る 。 本 発 明 の 有 効 範 囲 か ら 逸 脱 せ ず に 本 発 明 の 多 く の 可 能 的 実 施 例 が 為 さ れ 得 る
こ と か ら 、 本 明 細 書 に 示 さ れ ま た は 添 付 図 面 中 に 示 さ れ た 全 て の 事 項 は 例 示 的 で あ る と 解
釈 さ れ る と 共 に 限 定 的 な 意 味 で な い こ と は 理 解 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 腹 腔 鏡 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 閉 成 位 置 に お け る 人 間 工 学 的 ハ ン ド ル の 側 面 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 開 成 位 置 に お け る 人 間 工 学 的 ハ ン ド ル の 側 面 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 滑 動 固 定 器 を 備 え た 人 間 工 学 的 ハ ン ド ル の 長 手 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 人 間 工 学 的 ハ ン ド ル の 拡 大 側 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 腹 腔 鏡 装 置 の 一 部 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 人 間 工 学 的 ハ ン ド ル の 制 御 球 体 の 上 部 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 腹 腔 鏡 装 置 の 把 持 器 の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 腹 腔 鏡 装 置 と 共 に 使 用 さ れ る 人 間 工 学 的 ハ ン ド ル の 斜 視 図
で あ り 、 内 部 構 成 要 素 を 示 し て い る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 内 部 制 御 ケ ー ブ ル を 示 す べ く 破 断 さ れ た 腹 腔 鏡 装 置 の 側
面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 腹 腔 鏡 装 置 の 反 転 使 用 位 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 腹 腔 鏡 装 置 の エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ お よ び 把 持 器 の 分 解 斜
視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 人 間 工 学 的 ハ ン ド ル の 内 部 部 分 の 側 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 人 間 工 学 的 ハ ン ド ル の 左 半 分 の 内 部 部 分 の 側 面 斜 視 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ ０ 　 人 間 工 学 的 腹 腔 鏡 ツ ー ル
　 １ ２ 　 人 間 工 学 的 ツ ー ル ・ ハ ン ド ル
　 １ ４ 　 ツ ー ル ・ シ ャ フ ト
　 １ ６ 　 関 節 運 動 式 エ ン ド ・ エ フ ェ ク タ
　 １ ８ 　 把 持 器
　 ２ ０ 　 握 り 込 み グ リ ッ プ
　 ２ ２ 　 滑 動 固 定 器 ト リ ガ
　 ２ ４ 　 コ レ ッ ト 機 構
　 ２ ６ 　 制 御 球 体
　 ２ ８ 　 球 体 固 定 器
　 ３ ６ 　 翼 部
　 ３ ７ 　 ピ ン
　 ３ ８ 　 ス ロ ッ ト
　 ３ ９ 　 凹 所
　 ４ ０ 　 小 寸 孔
　 ４ ２ 　 内 部 制 御 ケ ー ブ ル
　 ４ ４ 　 ワ イ ヤ 案 内 部
　 ４ ６ 　 グ リ ッ プ 枢 動 部
　 ４ ８ 　 滑 動 固 定 器
　 ５ ０ 　 小 寸 触 感 要 素
　 ５ ２ 　 前 方 ／ 上 方
　 ５ ４ 　 後 方 ／ 下 方
　 ５ ６ 　 左 方
　 ５ ８ 　 右 方
　 ６ ０ 　 上 方
　 ６ ２ 　 下 方
　 ６ ４ 　 左 方
　 ６ ６ 　 右 方
　 ６ ８ 　 ハ ン ド ル ・ シ ェ ル
　 ７ ０ 　 ア ク チ ュ エ ー タ ・ ロ ッ ド
　 ７ ２ 　 引 張 り シ リ ン ダ
　 ７ ４ 　 外 側 カ バ ー
　 ７ ６ 　 回 転 シ リ ン ダ
　 ７ ８ 　 ク レ ー ド ル
　 ８ ０ 　 Ｔ Ｅ Ｆ Ｌ Ｏ Ｎ 軸 受
　 ８ ２ 　 波 状 ス プ リ ン グ
　 ８ ４ 　 溝
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　 ８ ６ 　 突 出 部
　 ８ ８ 　 右 半 体
　 ９ ０ 　 左 側 ／ 左 半 体
　 ９ ２ 　 ハ ン ド ル ・ グ リ ッ プ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

(14) JP 2007-526805 A 2007.9.20



フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,BJ,
CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,
CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KP,KR,KZ,LC,LK,LR,LS,LT,L
U,LV,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MZ,NA,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ
,UA,UG,UZ,VC,VN,YU,ZA,ZM,ZW

（特許庁注：以下のものは登録商標）
１．ＴＥＦＬＯＮ

(72)発明者  オレイニコフ、ドミトリー
            アメリカ合衆国ネブラスカ州６８１６４　オマハ　ビニー　ストリート　１３３３０
(72)発明者  ドン、キャサリン
            アメリカ合衆国ネブラスカ州６８５１２　リンカーン　ナンバー１１０３　ヘレン　ウイット　ド
            ライブ　７１０１
(72)発明者  ジュドキンス、チム
            アメリカ合衆国ネブラスカ州６８５０６　リンカーン　パウニー　ストリート　３６１５
(72)発明者  ディマーチノ、エリソン
            アメリカ合衆国バージニア州２２３１４　アレキサンドリア　アイスハウス　ロード　２７３７
(72)発明者  モーゼ、ジョナサン
            アメリカ合衆国ネブラスカ州６８５０３　リンカーン　エヌ　３４ス　ストリート　１１０５
(72)発明者  バーナー、ロウトン　エヌ
            アメリカ合衆国メリーランド州２１２８６　タウソン　プリーザント　プレインス　ロード　８３
            ０１
Ｆターム(参考) 4C060 FF27  GG24  GG30  GG32  KK47 
　　　　 　　  4C061 GG15  HH56 

【要約の続き】
【選択図】図１

(15) JP 2007-526805 A 2007.9.20



专利名称(译) 符合人体工程学的手柄和铰接式腹腔镜工具

公开(公告)号 JP2007526805A 公开(公告)日 2007-09-20

申请号 JP2006553300 申请日 2005-02-11

申请(专利权)人(译) 内布拉斯加大学Rejentsu董事会

[标]发明人 ハルベックエムスザーン
オレイニコフドミトリー
ドンキャサリン
ジュドキンスチム
ディマーチノエリソン
モーゼジョナサン
バーナーロウトンエヌ

发明人 ハルベック、エム スザーン
オレイニコフ、ドミトリー
ドン、キャサリン
ジュドキンス、チム
ディマーチノ、エリソン
モーゼ、ジョナサン
バーナー、ロウトン エヌ

IPC分类号 A61B17/28 A61B17/32 A61B18/04 A61B1/00

CPC分类号 A61B17/2909 A61B17/29 A61B2017/2902 A61B2017/2912 A61B2017/2927 A61B2017/2947

FI分类号 A61B17/28.310 A61B17/32.330 A61B17/38.310 A61B1/00.334.D

F-TERM分类号 4C060/FF27 4C060/GG24 4C060/GG30 4C060/GG32 4C060/KK47 4C061/GG15 4C061/HH56

代理人(译) 斋藤和典
伊藤哲也

优先权 60/544286 2004-02-12 US

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供具有符合人体工程学的手柄的腹腔镜手术工具，手
和工具之间的直观界面以及适当的末端执行器，并且可以与其他类型的
工具一起使用在手和工具之间提供一个直观的界面的符合人体工程学的
工具手柄。 腹腔镜装置技术领域本发明涉及一种腹腔镜装置。该装置包
括具有主体部分，顶表面，相对底表面，近端和远端的手柄。底座的顶
部表面轮廓相当于手掌的自然曲线。该装置还包括从手柄的远端伸出的
轴。该轴具有近端和远端。控制球体布置在手柄上。控制球可以由用户
的一个或多个手指操纵以表示方向。末端执行器设置在轴的远端。末端
执行器连接到控制球体，使得在控制球体上执行的操作控制/引起末端执
行器的运动（关节运动）。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/49201d17-01a5-42e0-9076-ad64cd0fcaa9
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034886015/publication/JP2007526805A?q=JP2007526805A

